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國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
　
井
上
順
孝
責
任
編
集

『〈
日
本
文
化
〉
は
ど
こ
に
あ
る
か
』

齊
藤
智
朗

　

日
本
文
化
は
日
本
列
島
で
独
自
に
展
開
・
発
展
し
て
き
た
―
―
こ
の
よ

う
な
〈
日
本
文
化
〉
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
や

認
知
科
学
と
い
っ
た
最
新
科
学
の
手
法
・
成
果
を
参
照
し
つ
つ
、
現
代
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
観
点
か
ら
日
本
文
化
を
再
考
し
た
本
書
に
は
、「
人
間

が
外
的
環
境
及
び
内
的
環
境
と
の
関
わ
り
の
中
で
形
成
し
え
た
文
化
の
一

つ
」で
あ
り
、「
最
初
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
し
、

今
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
の
中
で
変
容
し
て
い
る
」（
と
も
に
序
論
よ
り
）

と
す
る
新
た
な
〈
日
本
文
化
〉
像
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
四
・
二
十
五
日
の
両
日
、
國
學
院

大
學
日
本
文
化
研
究
所
の
設
立
六
十
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た「『
日

本
文
化
』
研
究
の
展
望
」
と
題
す
る
公
開
講
演
会
及
び
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
講
演
内
容
を
踏
ま
え
て
、
講
演
会
講
師
と
四
人
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
発
題
者

が
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
五
本
の
論
考
を
、
右
の
よ
う
な
本
書
の
意
図
や

背
景
を
明
確
に
示
し
た
責
任
編
集
者
に
よ
る
序
論
で
あ
る
「
複
雑
な
渦
の

中
に
あ
る
〈
日
本
文
化
〉」
と
と
も
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
各

章
の
扉
の
裏
に
は
、本
書
の
テ
ー
マ
に
そ
く
し
た
解
説
も
付
さ
れ
て
い
る
。

〔
紹
介
〕
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第
一
章
の
篠
田
謙
一
氏（
国
立
科
学
博
物
館
副
館
長
兼
人
類
研
究
部
長
）

に
よ
る
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
読
む
日
本
人
の
形
成
史
」
は
、
近
年
の
人
類
学
分
野

に
お
け
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
の
成
果
に
基
づ
い
て
、
日
本
人

の
起
源
や
成
立
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
や
考
古
学
的
な
化

石
か
ら
、
現
生
人
類
（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
が
二
十
万
年
前
頃
に
ア
フ

リ
カ
に
い
た
一
人
の
女
性
を
起
源
と
し
、
六
万
年
前
に
は
「
出
ア
フ
リ
カ
」

を
成
し
遂
げ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
日
本
人
の
起
源
に
関

す
る
問
題
は
、
人
類
が
そ
の
後
、
日
本
列
島
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
来
て
、

日
本
人
が
成
立
し
た
か
に
あ
る
。
渡
来
時
期
や
ル
ー
ト
は
、
四
万
年
前
に

三
つ
の
ル
ー
ト
で
日
本
列
島
に
入
っ
て
き
た
と
し
て
い
る
。
日
本
人
の
成

立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
系
統
を
遡
っ
て
共
通

の
祖
先
に
到
達
す
る
も
の
同
士
を
ま
と
め
る
「
ハ
プ
ロ
グ
ル
ー
プ
」
を
用

い
る
と
、
現
代
の
日
本
人
は
渡
来
系
弥
生
人
と
同
じ
Ｄ
４
の
ハ
プ
ロ
グ

ル
ー
プ
が
高
い
が
、
縄
文
人
に
見
ら
れ
る
Ｎ
９
ｂ
も
有
す
る
な
ど
、
両
者

が
混
合
し
て
形
成
さ
れ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
人
の
起
源

に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
の
集
団
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
す

る
。
加
え
て
日
本
本
土
の
集
団
に
対
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
や
琉
球
列
島
集
団

は
ハ
プ
ロ
グ
ル
ー
プ
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
日
本
列
島
集
団
の
歴
史
を
単

眼
的
に
統
一
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
複
眼
的
に
各
々
異
な
る
歴
史
を

も
っ
て
成
立
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時

代
に
あ
っ
て
「
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
集
団
と
の
付
き
合
い
方
」
を
模
索

し
て
い
る
現
在
、
遺
伝
的
に
多
様
な
集
団
が
日
本
と
い
う
一
つ
の
国
を

作
っ
て
い
る
と
認
識
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　

第
二
章
の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
Ｅ
・
ガ
ス
リ
ー
氏
（
フ
ォ
ー
ダ
ム
大
学
名

誉
教
授
）
の
「
神
仏
は
な
ぜ
人
の
か
た
ち
を
し
て
い
る
の
か
―
―
擬
人
観

の
認
知
科
学
」（
藤
井
修
平
氏
訳
）
は
、
近
年
「
宗
教
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
西
洋
に
限
定
的
な
も
の
と
さ
れ
る
が
、
あ
え
て
通
文
化
的
に
見
れ
ば
、

宗
教
は
非
人
間
的
な
事
物
に
人
格
を
与
え
る
「
擬
人
観
」
を
有
す
る
と
し

て
、認
知
宗
教
学
の
観
点
か
ら
擬
人
観
に
つ
い
て
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

非
人
間
的
現
象
に
対
し
て
説
明
で
き
な
い
時
、
人
間
は
自
ら
を
モ
デ
ル
に

理
解
す
る
と
い
う
哲
学
者
の
ヒ
ュ
ー
ム
が
説
い
た
観
点
や
、
人
格
存
在
に

よ
る
も
の
と
す
る
ほ
う
に
賭
け
る
「
パ
ス
カ
ル
の
賭
け
」
の
原
理
に
基
づ

き
、
擬
人
観
は
人
間
が
進
化
の
過
程
で
得
た
認
知
的
戦
略
の
副
産
物
で
あ

る
と
す
る
。
ま
た
最
近
の
認
知
神
経
学
で
は
、
擬
人
観
は
脳
の
シ
ス
テ
ム

の
自
動
的
な
働
き
で
、
認
知
す
る
対
象
が
人
間
で
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て

も
作
動
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
擬
人
観
を
通
し
た
宗
教
理
解
は
、
認
知
科

学
や
神
経
科
学
、
進
化
論
の
面
に
も
基
盤
を
得
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　

第
三
章
の
河
野
哲
也
氏
（
立
教
大
学
教
授
）
に
よ
る
「
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン

ス
と
生
態
学
的
倫
理
の
構
築
」
は
、
こ
れ
ま
で
「
法
的
な
も
の
」
が
倫
理

学
で
優
位
に
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
環
境
と
の
共
生
を
基
本
と
す
る
「
生
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態
学
的
倫
理
」に
基
づ
く
倫
理
学
を
提
言
し
た
も
の
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

従
来
の
倫
理
学
は
社
会
の
安
定
や
秩
序
を
求
め
る
傾
向
か
ら
、「
法
的
な

も
の
」
を
重
視
す
る
一
方
で
個
別
性
を
軽
視
し
が
ち
だ
が
、
人
間
と
社
会

は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
創
造
的
な
活
動
を
促
す
環
境

を
作
る
生
態
学
的
倫
理
を
構
築
す
べ
き
と
す
る
。
こ
の
倫
理
は
、
生
態
心

理
学
者
の
ギ
ブ
ソ
ン
が
説
い
た
、
動
物
と
環
境
の
相
互
依
存
関
係
で
あ
る

「
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
」
の
概
念
を
重
視
し
て
の
も
の
で
、
①
倫
理
を
「
環

境
問
題
」
と
し
て
捉
え
る
、
②
倫
理
的
価
値
を
個
人
の
成
長
と
集
団
に
お

け
る
生
命
多
様
性
の
増
大
に
置
く
、
③
適
用
に
境
界
が
な
い
、
の
三
点
を

特
徴
と
す
る
と
い
う
。具
体
的
に
は
、個
々
の
人
間
の「
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」

（
潜
在
的
能
力
）
を
開
発
し
、
環
境
の
変
化
に
対
し
て
自
分
の
望
む
生
活

の
質
を
維
持
で
き
る
ミ
ニ
マ
ル
な
福
祉
の
基
準
と
し
て
の
「
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
」（
回
復
力
、復
元
力
）の
確
保
を
倫
理
的
実
践
の
中
核
に
置
く
こ
と
で
、

生
命
の
多
様
性
を
豊
か
に
す
る
開
か
れ
た
社
会
を
築
く
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
生
態
学
的
倫
理
は
、
人
間
を
人
類
と
い
う
一
つ
の

共
同
体
の
市
民
と
捉
え
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
採
用
す
る
も
の
と
し

て
、
殊
に
国
境
を
越
え
た
福
祉
や
教
育
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　

第
四
章
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｗ
・
ケ
リ
ー
氏
（
イ
ェ
ー
ル
大
学
教
授
）
の

「
ロ
ー
カ
ル
な
生
活
世
界
か
ら
見
え
る
現
代
日
本
―
―
人
類
学
者
の
視
点

か
ら
」（
加
藤
久
子
氏
訳
）
で
は
、
現
代
日
本
の
社
会
構
造
の
形
成
過
程

に
つ
い
て
、
二
十
世
紀
後
半
に
筆
者
が
山
形
県
庄
内
地
方
で
現
地
調
査
を

重
ね
た
経
験
を
も
と
に
分
析
し
て
い
る
。
特
に
黒
川
能
に
関
し
て
、
外
部

の
消
費
者
向
け
に
は
ロ
ー
カ
ル
な
伝
統
と
宣
伝
さ
れ
る
が
、
内
部
の
人
々

の
間
で
は
不
断
に
変
化
し
て
い
る
も
の
と
す
る
正
反
対
の
本
音
が
あ
り
、

こ
う
し
た
構
造
を
、
筆
者
は
当
初
、「
表
舞
台
と
裏
舞
台
と
い
う
演
劇
的

な
メ
タ
フ
ァ
ー
」、「
建
前
と
本
音
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
と
し
て
関
心
を
も
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
実
に
は
内
部
と
外
部
の
関
係
は
複
雑
で
あ
り
、

部
内
者
は
外
部
を
意
識
し
て
黒
川
能
が
ど
う
あ
る
「
べ
き
」
か
を
め
ぐ
り

議
論
し
つ
つ
、
外
部
に
相
対
す
る
中
で
結
束
す
る
と
い
う
、
部
内
者
と
部

外
者
、
伝
統
と
近
代
の
間
の
複
雑
な
相
互
作
用
が
見
出
せ
る
と
す
る
。
そ

し
て
、
日
本
の
未
来
は
「
人
口
崩
壊
」
に
代
表
さ
れ
る
悲
観
的
な
予
言
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
二
十
世
紀
の
日
本
は
モ
ダ
ニ
テ
ィ
と
い
う
西
洋
固
有

の
概
念
に
挑
む
先
駆
者
と
し
て
、社
会
科
学
に
新
た
な
手
法
を
も
た
ら
し
、

モ
ダ
ニ
テ
ィ
へ
の
理
解
を
多
様
化
し
た
よ
う
に
、
地
域
再
生
な
ど
に
よ
る

持
続
可
能
な
新
し
い
社
会
づ
く
り
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
二
十
一
世
紀
も

日
本
社
会
は
十
分
に
先
駆
者
た
り
得
る
と
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　

第
五
章
の
井
上
順
孝
氏（
國
學
院
大
學
教
授
・
研
究
開
発
推
進
機
構
長
・

日
本
文
化
研
究
所
長
）
に
よ
る
「
現
代
日
本
宗
教
の
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
―
―
今
を
観
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
」
は
、
日
本
宗
教
の
古

代
か
ら
現
代
へ
の
変
化
を
辿
る
従
来
の
研
究
に
対
し
、
逆
に
現
代
か
ら
古
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代
へ
遡
る
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
手
法
を
採
り
入
れ
、
ま
た
自

然
環
境
と
い
っ
た
外
的
環
境
で
は
な
く
、
人
間
の
脳
内
の
働
き
で
あ
る
内

的
環
境
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
宗
教
現
象
へ
の
新
た
な
理
解
や
視
点
を
提

供
す
る
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
ず
、
宗
教
は
進
化
の
過
程
で
多
く
の

形
態
が
淘
汰
さ
れ
て
現
在
の
姿
と
な
り
、
存
続
し
て
い
る
宗
教
現
象
は
進

化
の
過
程
に
あ
る
と
す
る
新
た
な
宗
教
進
化
論
を
説
い
た
上
で
、
脳
科
学

や
認
知
科
学
で
説
か
れ
る
内
的
環
境
や
、
進
化
生
物
学
者
の
ド
ー
キ
ン
ス

が
示
し
た
、
様
々
な
観
念
や
行
動
形
態
の
モ
デ
ル
に
な
る
文
化
的
遺
伝
子

で
あ
る
「
ミ
ー
ム
」
の
概
念
を
適
用
し
て
、
現
代
の
日
本
宗
教
は
ミ
ー
ム

複
合
体
で
あ
り
、
そ
の
現
象
や
文
化
は
一
定
の
淘
汰
を
経
て
内
的
環
境
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
存
す
る
も
の
を
出

発
点
に
そ
の
起
源
と
展
開
過
程
を
探
る
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に

よ
る
宗
教
文
化
の
研
究
を
提
起
し
、
同
手
法
を
用
い
て
現
代
の
日
本
宗
教

が
世
界
の
宗
教
的
要
素
の
複
雑
な
組
み
合
わ
せ
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
を

例
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
脳
神
経
認
知
科
学
関
連
の
諸
研
究
の
成
果
を
も

と
に
、
自
分
と
信
仰
を
共
有
し
な
い
者
に
対
し
て
カ
ル
ト
や
原
理
主
義
の

よ
う
に
時
に
攻
撃
へ
と
結
び
つ
く
の
は
、
理
性
や
善
悪
の
判
断
（
脳
認
知

科
学
に
お
け
る
「
分
析
的
シ
ス
テ
ム
」）
で
は
な
く
、
直
観
的
な
認
知
（「
Ｔ

Ａ
Ｓ
Ｓ
」）
が
作
動
し
た
内
的
環
境
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

多
様
な
ミ
ー
ム
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
宗
教
は
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
次
第

で
他
者
と
調
和
的
に
も
対
立
的
に
も
な
る
と
言
え
、
こ
う
し
た
人
間
の
脳

内
に
組
み
込
ま
れ
た
遺
伝
的
・
ミ
ー
ム
的
な
も
の
の
強
い
力
や
そ
の
発
現

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
を
追
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
代

か
ら
現
代
に
わ
た
る
宗
教
現
象
の
理
解
が
進
む
も
の
と
説
い
て
い
る
。

　

本
書
の
も
と
と
な
る
講
演
会
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
日
本
文
化
研

究
所
は
、
昭
和
三
十
年
、
当
時
國
學
院
大
學
理
事
長
・
学
長
の
石
川
岩
吉

を
中
心
に
、
本
学
の
母
体
で
あ
っ
た
皇
典
講
究
所
の
伝
統
を
継
承
す
る
と

と
も
に
、
広
く
世
界
的
視
野
に
立
っ
て
日
本
文
化
を
研
究
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
研
究
機
関
で
あ
り
、
神
道
を
中
心
と
し
た
日
本
文
化
に

関
し
て
、
古
典
や
史
資
料
に
基
づ
く
緻
密
な
研
究
を
蓄
積
し
て
き
た
一
方

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
の
研
究
に
も
夙
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
紹

介
者
も
か
つ
て
研
究
者
と
し
て
の
第
一
歩
を
本
研
究
所
で
踏
み
出
し
た

が
、
当
時
を
含
め
、
本
研
究
所
は
設
立
以
来
、
常
に
日
本
文
化
研
究
の
第

一
線
に
立
ち
続
け
て
い
る
。
こ
の
設
立
六
十
周
年
の
際
も
、
過
去
を
振
り

返
る
の
で
は
な
く
、「
こ
れ
か
ら
の
日
本
文
化
研
究
の
新
た
な
地
平
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
可
能
性
を
探
る
」（「
あ
と
が
き
」
よ
り
）
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
、
常
に
最
先
端
の
日
本
文
化
研
究
を
推
進
し
て
き
た
本
研
究
所
の

気
概
と
矜
持
が
本
書
か
ら
は
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

（
四
六
判
、
二
四
八
頁
、
春
秋
社
、
二
〇
一
六
年
八
月
発
行
、
定
価

二
三
〇
〇
円
＋
税
）


